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は じめ に
マル クス の 追 放 と い う題 は ,昨 今 の状 況 か ら
言 って マル クス思 想 の追放 とい った誤 解 を招 くか
も しれ ない。 マル クス離 れ は憎悪 とな って押 し寄
せ て い るので,そ うした文 字 通 り追放 とい う題 へ
の誤 解 も故 な しで はな か ろ う。 いず れ に しろ,誤
解 の 原 因 はそ れ ほ どまで に マル ク スの名 が 高 ま っ
た こ とへ の反 動 で あ る ことに 間違 いは な い。 しか
し,こ こで追 放 され る マル クス は,ま だ 無 名 の ,
いわ ば追 放 され る必 要 性 の順 序 か ら言 えぽ ,も っ
と も必 要 性 の 薄 か った 人 物 で あ る。1845年1月
に,プ ロ イセ ンの圧 力 を 受 け た ギ ゾー(Guizot ,
F.)(1787-1874)政 府(形 式 上 は ス ル(Soult)政
府)が,危 険 分子 の追 放 を決 定 す る。 そ こで対 象
とな った 人物 は,ルit(Ruge,A.)(1802-80),
ボル ンシ ュテ ヅ ト(Bornstedt ,A.)(1808-51),マ
ル ク ス,ベ ル ナ イ ス(Bernays ,F.C.)(1815-79),
ベ ル ン シ ュ タ イ ン(Bornstein ,E.)(1805-92)の 人
物 で あ る(1)。マ ル ク ス は、 そ の 命 令 に した が っ
て,2月 にパ リをた ち ブ リュ ッセ ル に行 くこ とに
な る。
さて本稿 の主題 はsな ぜ マル クス が亡命 先 とし
て ベル ギ ー を選 ん だか で あ る。 もっ と正確 に表 現
す る と,な ぜ ベ ル ギ ー政 府 は彼 を受 け入れ た か と
い うこ とで もあ る。実 は,こ の問 題 は,当 時 の フ
ランス政 府,ベ ルギ ー政 府sプ ロイセ ソ政 府 との
外交 上 の微妙 な関 係 に深 く関わ って い る。結 論 を
先取 りして述 べ るな ら,本 来 マル クス は フ ラ ンス
を追 放 された もの の宿 命 と してωイ ギ リスへ 亡命
せ ざ るを え ない の であ ったが,ち ょ うどそ の時起
こって いた,フ ラ ンス,ベ ル ギ ー ,プ ロイ セ ンの
政 治的 緊 張 関係 に よ ってベ ル ギ ー に運 よ く潜 りこ
め た ので あ る。 この こ とは,当 時 の フ ラン スの外
交文 書 を つ うじて 明確 に把 握 で き る。 本稿 は,主
と して フ ラ ソス政府,ベ ル ギ ー政 府 の史料 を利 用
す る ことに よ って,マ ル クス追 放 の新 しい側 面 に
光 をあ て る ことを課題 とす るF3)。
1.ベ ル ギー政府 とマ ル クス
a.ブ リュッセルのフランス大使館の報告書
ブ リュッセルか らパ リへ
1845年2月27日
「拝啓
最近(フ ランス)王 国政 府 は何 人か の ドイ ッ人
亡命者 の追 放 を決 定 しました。そ の中 には ボル ン
シュテ ット氏 も含 まれ て い ます。彼 ら は,ベ ル
ギーに逃 げ場 を求め るつ も りで,滞 在 を認 め て も
ら うよ う間接 的 な申 し出をお こない ま した。 プ ロ
イセ ンの大 臣 は,こ うした知 らせ を受 けて,ゴ ブ
レ伯爵(Goblet ,d'Alviella)(1790-1873)に,ベ ル
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ギ ー滞在 の許可の申 し出をすべて断 るよ う要求 し,
そ してライ ン地方 の 国境 地域 に こ うした危険 な人
物た ちが滞在す るこ とは,こ の国の治 安を維持 す
るのに不都合であろ うと主張 しています。
ゴブ レ伯 爵 は ア ル ニ ム男爵(Arnim-Suckow,
H.A.)(1798-1861)に 対 して,ベ ル ギー政 府 は,
外 国人の滞在許 可,ま た は居住 しよ うとす る人 々
に対 して有 効な対抗手 段 を とるこ とがで きないだ
ろ うとい うことを報告 しました。
実 際,予 見 され る場合 に追 放 され る外 国人 に関
す る法 は,1837年 に一 定期 間の期 限付 きで議 会 で
議決 されま した。 この法 は,何 度 もと りあげ られ,
提 案 され て きています。 しか し,今 議会 会期 の最
初 に,い くつ かの修 正 の導 入が はか られ,こ の4
月で期 限切れ とな る3ケ 月有 効 とい うかたちで 同
意 され ました。現在,こ の立 法権 が この法 を再度
有効 と認 めない とす れ ぽ,ベ ルギー政府 としては,
公共秩序 に とって危険 と判 断 され る外 国人 を追放
す る手段 は ない ことになるで しょう。 この法令 を
検討 す るに あた って,圧 倒的 な対立 派 は,政 府 の
権力 を制限す る口実 と考 えています。
こ うした状況 か らみ て,問 題 の ドイ ッ人亡命者
が,一 度 ベルギ ーに滞在す れ ば,政 府 が彼 らを王
国 か ら追放 す る ことは困難 とな るで し ょう。彼 ら
の到着 を阻止す る方 が もっ と楽で し ょう。
伯 爵 は,私 に プロイセ ソの大使館 の ことを知 ら
せ て くれ,フ ラソス政 府が,こ の亡 命者 を も うす
こしフランスにす まわ せ る ことが期待 で きないか
ど うかを尋ね て まい りました。 この点 につ いて当
方 は何 等 の期 待 もで きない と答 えま した。 それ は
プロイセ ソ政 府 自身,な ぜ 彼 らが フランスか ら追
放 を求 め られ てい るのか とい う点 につ いて,ま っ
た く無関係 では あ りえな い とい うことを伯爵 に報
告 した か らです。伯 爵 は,た とえこの問題 が ど う
であろ うとも,フ ランス政府 の意 図 した 目的 に奔
走 で きるよ うな同盟 を と りむす ぶつ も りであ る こ
とを告 げま した。私 として は閣 下にそ の ことに注
意を喚起す る義務があ ると考 えてお ります。
リュ ミ ニー(Rumigny,M.H)(1784-1871)」[A.
3](4)
この手 紙 は ブ リュ ッセ ル の フ ラ ソス 大 使 館 か
ら,パ リの外 務 省(外 務大 臣 ギ ゾー)に 宛 て られ
た もので あ るが,ボ ル ソシ ュテ ッ トの名前 しか出
て こな い こ とに怪 誹 な思 い を され るか も しれ な
い。現 在 の 眼 か らみ る と,マ ル クス こそ追 放者 の
中心 人物 と思わ れ るか らか も しれ な い。 もっ と も
プ ロイセ ソ側 の警 察報 告 を 中心 に考 える と,確 か
に マ ル ク ス につ い て の 報 告 は か な りあ る の で あ
る。 こ うした分 野 で史料 研 究 を地 道 に行 わ れ た故
良知力 教 授 は,20年 以 上 も前 に プ ロイセ ンの警 察
史 料 を 駆 使 し て,こ の 点 を 確 認 さ れ て い る
[B,36,pp.170-198ユ(5)。 こ うした努 力 は,ド イ ッで
もす で に以前 か ら行 わ れ てお り,マ ル ク スが プ ロ
イセ ソ 当局 に 少 な か らず 監 視 され て いた 人物 で
あ った こ とは,揺 るが ない事 実 とな って い る。
しか し,話 を少 し別 の観 点 か ら見 る と,状 況 は
か な り変 わ って くる。 つ ま り,追 放 され た 当 の国
フ ラソ スか らみ る と,当 時 の マ ル クス は この手紙
に見 られ る よ うに ま った く登場 しない ので あ る。
これ と同 じ事 は,内 務 省 の史 料 を見 て もわ か る。
警 視 総 監 ドル セ ール(Delessert,G.)(178fi-1858)
か らギ ゾー に報 告 された 史料 の中 で,マ ル クスの
名 が登場 す る のは,ベ ル ギ ーに移 って,共 産 主義
者 同盟 の中心 に な って か らの こ とにす ぎ な い(6}。
フ ォイ エ ル バ ッハ(Feuerbach,L.)(1804-72)
は,こ の マル クスの ベ ルギ ー行 きにつ い て,そ れ
に して も マル ク ス は気 の 毒 で あ る と述 べ て い る
がs(1845年2月7日 の手 紙)[B,18,S.11],当 時
の全 体 の状 況 か らす れ ぽ,な ぜ マル クスだ けが こ
ん な に あわ て て とい うこ とに もな るの で あ ろ う
か。 ボル ソ シ ュテ ッ ト,ル ー ゲ,ベ ルナ イス,ベ
ル ン シ ュタ イ ソな どはす ぐにパ リを離 れ たわ けで
は な い。追 放慣 れ とい うので あ ろ うか,彼 らはす
ぐに行 動 を お こ して い な い(7)。ブ リュ ッセル に住
ん で い た 『グ レ ン ツ ボ ーテ ソ』(Grenzboten)誌
の編 集 者 ク ー ラ ソ ダ(Kuranda,1)(1811-84)も,
追 放 された ブ リュ ッセ ル にや って きた マ ル ク スな
る人 物 が誰 かわ か らな くて フ ラ イ リッ ヒ ラー ト
(Freiligrath)(1$10-76)セ こ対 して 「す み ま せ ん マ
ル クス とは誰 の こ とです か」(1845年3月7日)と
聞い た とい う状 況 で あ った[B,11,S.55]。
マ ルク スのパ リか らの追放
ボル ンシ ュテ ッ トは,す で に パ リで は 『フォ ァ
ヴ ェル ツ』(Vorwarts)(1844-45)の 編 集 ,『 ドイ ツ
人 の 水 先 案 内 人 』(DeutscherSteuermann)
(1844-46)の 編 集,ド イ ッ人 の有 力 者 を集 め た ド
イ ッ人 援 助 協 会 な どで広 く知 られ て い た[B ,32,
p.7f]。 そ の た め,こ の報 告 で 彼 の こ とが 中 心 に
上 が って い るの は至極 当然 の こ とで あ る。 彼 の追
放 につ いて は,保 守系 新 聞 『ア ソデ パ ソダ ン ト』
(lndependanteBelge)に 「フ ラ ンス 政 府 は ドイ ッ
人 の非 常 に有 名 な出版 者 ボ ル ン シ ュテ ッ ト氏 を フ
ラ ソスか ら追放 した。 彼 は15年 来 パ リに住 み ,独
仏 連 合 の熱烈 なる擁護 者 で,フ ラン スの新 聞 に も
意 見 を のせ て いた。 ボ ル ン シ ュテ ヅ ト氏 は,フ ラ
ンス政 府 の現 在 の傾 向 に対 して ,か な り対 立 して
い る と言わ れ る。 ドイ ッ関税 同盟 につ いて の著述
に よって,彼 はパ リの 出版 界 で名 誉 あ る専 門 家 と
な った。 パ リの 大 小 の新 聞 は,彼 の 追 放 を 同 情
と,無 念 さ を も って 語 って い る」(1845年2月26
日)[A,1,b]と い う記 事 も 載 って い た し,ブ
リュ ッセ ル の あ る雑 誌 には 「よ く知 られ た ドイ ツ
人 の出 版者 ボル ンシ ュテ ッ ト氏 が,抗 議 に もかか
わ らず,そ の存 在 が 公共 の秩序 を乱 す とい う口実
で,フ ラ ン ス か ら追 放 され た とい うこ とを 最 近
知 った。 ボル ンシyテ ッ ト氏 は ベル ギ ー に住 むつ
も りで あ る と確 信 し て い る」(1845年2月26日)
[A,1,b]と 掲 載 さ れ て い た。 彼 の 活 動 が フ ラ ン
ス政 府 に注 視 され たの は 当然 で あ った の だが
,問
題 は 『ア ソデパ ンダ ソ ト』 誌 の後 半 部分 で あ る。
彼 が フ ラン ス政 府 の保 護 貿 易主 義 的 な孤 立 主義 に
反対 してい る とい う点 であ った。
この史料 の ドイ ッ人 亡命 者 の中心 は ボル ンシs
テ ッ トだ と して も,ド イ ツ人 亡命 者 の中 に は マル
ク ス も入 っ てい るので,と もか く報 告 の 内容 に 少
し入 って い くこ とに し よ う。
この史 料 に は,プ ロ イセ ン政 府 と,ベ ル ギ ー政
府 の ゴ ブレ,ブ リュ ツセル の フ ランス大 使 リュ ミ
ニー が 登 場 し て い る。 プ ロ イ セ ソ 大 使(在
Z84Q-45)は,パ リ 大 使 ア ル ニ ム(H .F.)
(1791-1859)(在1841-45),ベ ル リンの 内務 大 臣 ア
ル ニ ム(AdolfHeinrich)(:1.:)と 同 じ 名 の
フォ ン ・アル ニムで,ベ ルギ ー政 府 に ドイ ッ人亡
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命 者 を ベ ル ギ ー領 内 に留 ま らせ な い よ う要 求 して
い る。 これ に は二 つ の意 図が あ った と思わ れ る。
第一 は純 粋 に プ ロイセ ンの管 轄 下 に置 くた め の身
柄 引渡 し,第 二 に事 実 上 ベ ル ギ ーを プ ロイセ ンの
関税 同盟 に抱 き込 む こ とで,ベ ル ギ ー下 で も管 轄
下 に置 くと言 うこ と。第 一 の場 合,文 字通 り身柄
引渡 し とい うこ とに な るが,こ の圧 力 は そ の後 も
続 き,結 局 マ ル ク スの プ ロイセ ン国籍 離 脱 へ と進
む。 第 二 の 場 合,ベ ル ギ ー政 府 と の 通 商 条 約
(1844年9月1日)を 今 後 とも続 行 す る こ との 意志
表 示 に もな って い る。
これ に 対 して ベ ル ギ ー政 府 の 外 務 大 臣 ゴ ブ レ
(在1832-34,1843-45)は,外 国 人 で あ ろ うと住 み
た い と主張 す る もの を拒否 す る ことはで きな い こ
とを アル ニム に告 げ る。 危 な い外 国人 を追 放 で き
る と言 う暫 定立 法 も議会 で の内 閣 の弱 さを反 映 し
て,延 長 す る こ とはで きず,ド イ ッ人 た ち につ い
て何 もで き ない状 態 で あ った。
当時 ベル ギ ー に入 るた め に は,外 国人 は,次 の
よ うな規 則 を満 た してお かね ぽ な らなか った。 第
一 に 「有 効 な パ ス ポー トを持
って い る こ と」,第
二 に 「当該 の機 関,ま た は大使 館 が 発行 した パ ス
ポ ー ト以 外 持 た な い こ と」,第 三 に 「ベ ル ギ ー国
の市 長 に よ るパ ス ポ ー トの確 認 を受 け る こ と」,
第 四 に 「市 長 に そ れ を警 察(SflretePublique)に
届 け,ベ ル ギ ーを ど う旅行 す るか とい う旅 程 表 を
示 す こ と」,第 五 に 「パ ス ポ ー トの 返 還 を待 て な
い場 合,市 長 に暫 定 の パ ス ポ ー トを発 行 して も ら
うこと」,第 六 に 「ベ ル ギ ーを通 過 す るだ け の場
合 は,上 の 内容 に従 わ な くて もよ く,国 境 の町 の
市長 に,出 国場所 と 日付 をつ けた ヴ イザ を発 行 し
て も ら うこ と」,第 七 に 「パ ス ポ ー トを 当局,警
察,税 関 な どに提 示 す る こ と」(例 外的 に フランス
の ノール(Nord)県 の住民 は,ベ ルギーの2地 域 の
み を まわ る場 合 フ ラ ン ス国 内 用 の パ ス ポー トで よ
か った)等 々[A⊥a,]。 以上 の条 件 を 満 た し て お
けぽ原 則 的 に ベル ギ ーに入 る こ とは で きた。 また
ベ ル ギ ーに居 住 す る場 合 は
,居 住 す る地 域 の役所
に 出頭 しな け れ ぽ な らな い[A.La]こ と に な っ
て いた。 こ うした法 令 は フ ランス で も,プ ロイセ
ソで も基 本 的 に は同 じで あ った。 危 険人 物 に対 す
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る追放 に関 して は,非 常 に曖 昧 で,フ ラソ スに お
い て も正 当 な理 由 な くして の追放 は難 しい状況 で
あ った(8)。だ か ら,こ うした 立 法 処 置 の延長 は実
際 支持 され るはず もな か った。 した が って,国 境
で の退去 とい う方 法 が考 え られ るわ け で あ るが,
実 際 に は国 境 で の 退 去 は ほ と ん ど不 可 能 で あ っ
た(9)。
実 際 マ ル クス(2月 初 め)や ボ ル ソ シ ュテ ッ ト
(2月 半 ぽ)は,パ リか ら馬 車 で 北 上 し,フ ラ ソ
ス側 の 国 境 の 町 ヴ ァラ ソ シ エ ソ ヌ(Valencien-
nes)(人 口2万)に 到 着 す る。 こ こか らベ ル ギ ー
側 の モ ソ ス(Mons)(人 口2万4000)へ 渡 るの で
あ るが(10),こ の間 の検 問 は あ ま り厳 し い も の で
は な い。 それ は,ノ ール県 とベ ル ギ ー との深 い関
係 に あ る。 ノール県 は フ ラン スの重 要 な産業 地 帯
であ るが,こ の地 に は多 くのベ ル ギ ー人 が 出稼 ぎ
に来 て い る か らで あ る[B,29,p.114]。 ヴ ァ ラ ソ
シ エ ソ ヌは ア ソ トワー プ(人 口78000人)へ 流 れ る
シ ェル ト(Scheld)(エ ス コー(Escaut))河 が あ
り,ベ ル ギ ー との 関係 は深 い。 しか しヴ ァ ラソシ
エ ソ ヌの アル シ ー ヴで 当時 の史料 を探 して も,国
境 を越 える もの の史料 は ま った くな い。 そ れ は あ
ま りに も国境 を越 え る ものの数 が多 い ため で もあ
る(ll)。ヴ ァラ ソ シ エ ソ ヌに い る 当 時 の ドイ ッ人
の数 は全 登録 外 国 人110人 の うち(ほ とん どは ワR
ソ(Wallon)(ベ ル ギー南部)人 の 名前)10人 以 下
で あ り[A,4],あ ま り多 くは な く,ド イ ッ人 自
体 はめ ず ら しい の で あ るが,通 過 す る ドイ ッ人だ
けを見 れ ぽ,ド イ ッか らパ リに至 る主要 幹 線 ケル
ンー アーヘ ソー ブ リュ ッセ ル ーパ リとい う路 線 に
あ る こ とか らか な りの もの で あ った と思 わ れ る。
次 に プ ロイセ ソが フ ラ ソスに再 度 彼 らを退 去 さ
せ た い とい う文面 が あ るが,こ れ は,そ の後 につ
づ く文 面 に見 られ る よ うに非 常 に 奇 妙 な こ とで
あ った。 それ は,マ ル ク スや ボル ソシ ュテ ヅ トの
追 放 を 画策 した の は,そ もそ もプ ロイセ ソ政 府 で
あ った か ら で あ る[B,32,p.21f]。 フ ソ ボ ル ト
(Humboldt,A.)(1769-1859)が,こ れ に絡 ん で い
た とか 言 わ れ る の は,そ うした 背 景 に よ る[B,
32.p.22]。 リュ ミニー も,こ うした 申 し出 に 対 し
て,フ ラ ンス政 府 として は何 等応 え る こ とが で き
な い と言 ってい るが,プ ロイセ ソの動 き は極 めて
不 自然 で あ る。追 放 を フ ラソ スの ギ ゾー政 府 に画
策 して お きなが ら,ベ ル ギ ー に追 放 され る と再 度
フ ランスへ の退 去 を求 め る とい うや りか た は,外
交 的 かけ ひ き以外 に は考 え られ ない。 プ ロ イセ ソ
に と って は,当 時 の ベル ギ ー とプ ロイセ ソの 関係
か ら して,マ ル ク スや ボル ソシ ュテ ッ トの活動 は
ガ ラス張 りで あ った し,無 理 をす れ ぽ彼 らを逮 捕
す る こと も可能 で あ った か らで あ る。
この 外 交 的駆 引 き とは,実 は フ ラ ソ ス とベ ル
ギ ー との 接 近 の 問 題 で あ る。 プ ロ イ セ ソ の要 求
は,ベ ル ギ ーの誠 意 を調 べ る 目的 として も,ま た
ベ ルギ ー とフ ラ ソス との関 係 を調 べ る 目的 として
も十 分 使 えた 。 プ ロイセ ンは,こ の要 求 を リュ ミ
ニ ー と親 しい ゴ ブ レが ど う処 理す るか を見 れ ぽ,
プ ロイセ ソが もっ と も懸念 して い る フラ ソス とベ
ル ギ ー との通 商 条 約 の 可 能 性 を 打 診 で き る の で
あ った 。 当然,フ ラソス政 府 は,こ の要 求 を受 け
入 れ る ことはで きな いわ け で,ベ ル ギ ー政 府 は マ
ル ク ス とボル ソシ ュテ ッ トを抱 えて い る以 上,フ
ラソ ス との関係 に ひび が入 る こ とに な る。 これ は
プ ロイセ ソに と って有 利 な条 件 とな る。 ベ ル ギ ー
として は,プ ロイセ ソに引 き渡 す か,イ ギ リス に
追 放す る しか な いが,こ れ は当面 国 内法 上 不可 能
で あ る。 フラ ンスが追 放 を撤 回 す れ ぽい いが,こ
れ は ギ ゾー政 府 の体面 を傷 つ け る こ とにな る。逆
にベ ルギ ーに彼 らが い る以上 フ ラソス として は,
ベ ル ギ ー と プ ロ イセ ソ の 友 好 の継 続 に不 安 が あ
る。
b.プ ロイセ ン政府 側 の情報
プ ロイセ ソ政 府 は,こ の条件 を有利 にす べ くボ
ル ソシ ュテ ッ トや マ ル ク スの調査 に完全 を期す こ
とにな る。 す で にパ リにお い て も,彼 らの追放 を
企 む ほ ど の 監 視 が 行 わ れ て い た 。 『独 仏 年 誌 』
(」Deutsch-Franzosischeノ 肋7枷6勿(1844)の 国 境 で
の没 収 とギ ゾー政 府 へ の発 行者 の国 外追 放示 唆,
また そ の後 の 『フ ォア ヴ ェル ツ』 の執筆 者 へ の監
視 と国外 追放 へ の圧力 はそ の表 れ で あ る。 プ ロイ
セ ソは当初,彼 らが プ ロイセ ンに入 国,ま た は ド
イ ッ連 邦 の諸 国 に入 国 した場合 逮 捕 す る ことを考
マル クスのパ リか らの追放
えて いた[B,36]。
ベ ルギ ーの追 放 につ いて も
,監 視 は続 く。 しか
し,追 放命 令 の後,追 放 を受 けた もの が どの よ う
に な った のか につ い て,十 分 な情 報 を得 て い るわ
けで は な い。 追 放後 の行 動 に つ い ては,プ ロイセ
ン側 だ けで な く,ベ ル ギ ー,フ ランス ともに追 跡
して い ない ので あ る。 プ ロイ セ ン側 の情報 の乱 れ
は相 当 な もので,こ の2月27日 の リsミ ニー の文
面 以 外 に,プ ロイセ ンが追 放 された マル クスの ブ
リsッ セル 滞在 を認識 してい た こ とを示 す証 拠 は
な い。 た だ メ ッテ ル ニ ヒ(Metternich,LF.)
(1773-1859)へ の フ ラン ク フル トか らの報 告 の 中
で,2月17日 に 「パ リか ら追放 され た文 学 者 カ ー
ル ・マル ク スは数 日来 ブ リュ ッセル に滞 在 して い
ます 」[B,1,S.87]と あ る の で,す で に この 情 報
は キ ャ ッチ して いた よ うで あ る。 この遅 れ は ,プ
ロイセ ン政 府 の諜 報 員 で あ った と され る ボ ル ソ
シ ュテ ッ トの ブ リュ ッセ ルへ の 出 国 の遅 れ と関 係
して るの か もしれ ない。 しか し,そ の後 の監視 は
執拗 を極 め る。 なぜ な ら,マ ル ク スの プ ロイセ ン
国籍 離 脱 の原 因 は,ま さに この プ ロイセ ン政府 の
ベ ル ギ ー政 府 へ の執 拗 な働 きか けに あ った か らで
あ る。
マル クス は,3月 革命 以 後 ケル ンに行 き,再 び
プ ロイセ ソ国籍 を得 よ うと して,プ ロイセ ン国籍
離 脱 の理 由は,プ ロイセ ン政 府 の執拗 な追 求 で あ
る と主 張 す る[B,33]。 「こ こで 私 を国外 に追 放 せ
よ とい う要 請 が プ ロイセ ン政 府 か らベ ルギ ー政 府
に提 出 された の で,つ い に私 はやむ を えず ,プ ロ
イセ ソ国籍 か らの私 の離 脱 を要 求 しなけ れ ば な ら
な い と考 え ま し た」(MarxEngelsWerke .Bd.5,
S.384)。 しか し,プ ロイセ ンは こ うした理 由 を無
視 して彼 の要 求 を拒 否 す る。 す る と,今 度 は1861
年 に再 度 この要 求 を掲 げ るが,そ の時 も 「私 はベ
ル ギ ーへ赴 き ま した。 と ころが プ ロイセ ン王 国 政
府 の追 求 が 私 を追 って きま した。 いつ も私 が プ ロ
イセ ン国民 で あ る と言 う口実 か らで す が,こ の こ
とは プ ロイセ ン政 府 が在 外公 館 を通 じて私 に つ い
て 申 し入 れ を行 う権 利 を与 えた ので あ り,こ こで
も また プ ロイ セ ン政 府 は私 の追 放 を要 求 し ま し
た」(〃EW,Bd.15,S.599)。 この マル クス の弁 明
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は,リ ュ ミニー の文書 に見 られ る よ うに ,プ ロイ
セ ソ政 府 が彼 らを執 拗 に追 い か け,プ ロイセ ンへ
の 引 き渡 しを 図 った こ と を証 明 して い る。 さ ら
に,プ ロイ セ ンが フラ ンス政 府 に対 して と同様 ,
ベル ギ ー政 府 に ドイ ッの危 険 人物 の 引渡 しを要 求
す る こ とで,政 治 的駆 引 きに使 お うして いた こ と
もわ か る。 しか し,プ ロイセ ンの ベ ル ギ ー政 府 へ
の要 求 は か な り厳 しい。 これ はベ ル ギ ー政 府 とプ
ロイセ ソ政 府 との経 済的 関 係 か らき てい ると思わ
れ る。 マル クス は,こ の ことか ら国籍 離 脱 を10月
17日 に要 求す るが,こ れ を受 けた トリー アの プ ロ
イセ ソ行政 区 長 官 は ベル リンの内務 省 に,こ うし
た危 険 人物 は プ ロ イセ ンに永 久 に帰 国 しな い方 が
得 策 で は な い か と教 唆 す る[B,33]。 そ の結 果 ,
ベル リンは彼 の逮 捕 よ り,国 籍 離 脱 に賛 成 す る。
一 方
,プ ロイセ ソの ボル ンシ ュテ ッ トに関す る
追 跡 は当然 の ことな が ら,当 局 との仲 を疑 わ せ る
もので あ る。 す で にパ リに いた時 に も追 放 を要 求
す る大 使 と深 い関 係 が あ り,な に よ りも 「『独 仏
年 誌』 や 『フ ォア ヴ ェル ツ』 を抑 圧 す るた め に」
潜 り込 ま され た 人物 で あ った た め[B,19,173f] ,
プ ロイ セ ソの追跡 は完 壁 で あ る。 フ ライ リ ヒラー
トは,彼 は 「ドイ ッ人 亡命 者 の 見張 りを す るため
に,さ らに関税 同盟 の利 益 を ま も る ドイ ッ人 用 の
新 聞 をつ くる た め に,こ こ に い ま す」(1845年3
月7日)[B,1,S,96]と 手 紙 に書 い て い る が ,ボ
ル ソシ ュテ ッ トは ,今 度 はパ リでの独 仏 連合 構 想
か ら,ド イ ッ ・ベ ル ギ ー関税 同盟礼 賛 へ と様 がわ
りを見 せ る。 ア ーヘ ンの警 察 か ら ブ リュ ッセ ルへ
宛 て られ た報 告書 で はボ ル ンシ ュテ ッ トは,2月
23日 か ら ブ リュ ッセル の ホ テル ・コメル ス(Com-
merce)に 宿 泊 した後,ケ ル ン,ベ ル リンへ 旅 を
して い る(3月3日)[A,1,b]こ とが分 か っ て い
るが,こ れ が プ ロイセ ン との連 絡 で あ った公 算 は
高 い。
c.ベ ル ギ ー政府 側 の情 報
ベ ル ギ ー政 府 もボル ソシ ュテ ッ トや マ ル ク スの
監 視 を行 う。 警 察 史 料 ナ ンバ ー73946番 は ,マ ル
ク ス の記 録 番 号 で あ る(12)。最 初 の 史 料 は2月14
日付 けで あ るが,そ こに は,次 の よ うに書 かれ て
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あ る。 「この 亡 命 者 は,リ エ ー ジ ュの友 人 に 会 い
に行 き,そ こで ベル ギ ーで も新 聞 をつ く り,プ ロ
イセ ソに秘 密 に流 布 させ るつ も りで あ る こ とを
語 った。 私 は,マ ル クス が どこに向 か ってい るの
かわ か らな いが,お そ ら くブ リュ ッセ ル に いて,
仲 間 の ハ イ ソ ツェ ソ(Heinzen,K・)(:1':1)の
と ころ で 出 版 活 動 を 行 お う と して い る と思 う」
[A,1,a]。 こ こで,彼 が ブ リュ ッセ ル で は な く,
最初 に リエ ー ジ ュに行 って い る こ とに注 目 して い
る(マ ル クス年譜 で はそ うなってい る[B,15])。 こ
の史 料 で は マル クス は2月1日(土 曜 日)パ リで
パ ス ポ ー トを も らって パ リを 出 て,2月9日(日
曜 日)に ブ リュ ッセ ル北駅 近 くの ホ テ ルザ ックス
を 出 た こ とに な って い る[A,1,a]。 し か しzい
くら馬 車 で い った と して も ブ リュ ッセ ル に到 着 す
るま で 何 日も か か る の は お か しい(13)。北 駅(14)の
近 くの ホテ ルザ ック スに数 日間 も泊 ま った とい う
こ と に な る。 し か し,ヌ ー ヴ(Neuve)通 り2番
の ホ テ ル ザ ック ス(Saxe)は,グ ラ ン ドホ テ ル
ザ ヅクス で,当 時 ブ リュ ッセ ル を代 表 す るホ テル
の 一 つ で あ る[B,14,S,446]。 こ こ に 何 日 も泊
ま った とい うのは無 理 が あ ろ う。 しか しs2月7
日付 け の マ ル ク ス に よ る滞 在 許 可 の 願 い が 存 在
し,そ れ に は プチ ・サ ブ ロソのサ イ ソが あ る。 こ
こは マ イ ン ツ教授 の 家 で あ る[B,17,S,183fユ 。 お
そ ら く これ は連絡 場 所 で あ った にす ぎず,こ こに
滞在 した 証拠 は ない。 しか しいず れ に して も,数
日間 の空 白 はは っ き りして い な い(15)。
ヴ ァラ ン シ エ ソ ヌや モ ン ス に あ る数 件 の 宿⑯
に 宿泊 した と して も,こ の 間 の行 動 は気 に か か
る。 マ ル クス が も って いた ヴ ィザ は,ブ リュ ッセ
ルへ行 か ない こ とを約 束 した 特殊 な もの で あ った
[A,1,a]。 いわ ば通 過 パ スで あ る。 した が って,
モ ソスか ら ブ リュ ッセ ル に よ らず して リエ ージs
(Liege,Luttich)(人 口65000人)に 行 った とも考 え
られ る。 しか し,鉄 道 がす で に モ ンスー ブ リュ ヅ
セ ルー リエ ー ジ ェ間 に 開 通 し て お が17),通 常 な
らぽ ブ リュ ッセ ルを 通過 せ ず して リエ ー ジ ュに行
くこ とは で き ない。 とす れ ぽ,直 接 ブ リュ ッセ ル
に行 った とい うこ と もまだ考 え られ る。 ク リー ム
は,こ の冬 は大 変寒 く,雪 が多 く降 り,そ のた め
交通 機 関 が麻 痺 して い て,マ ル クス とビ ュル ガー
ス(Burgers,H.)(1820-78)の 一 行 は2月3日
(月 曜 日)に パ リを 出発 し,5日(水 曜 日)に ブ
リxヅ セ ル に 着 い た と 書 い て い る[B,17,S.
174]('8)。 しか し,パ リの当時 の様 子 は 「パ リは お
だや か で」 「交 通 も活 発 で あ った 」(1845年2月2
日)[B,2,b]と あ りど うも変 で あ る し(19),パ リか
ら ブ リュ ッセル まで ど う早 くて も2日 はか か るの
で,ご く普通 の交通 状 況 で あ った とい え る。 いず
れ に しろ この あた りの事 情 は 明確iで は ない。
2月19日 に は マ ル ク ス が,プ チ ・サ ブ ロ ン
(PetitSablon)広 場24番 にい る こ とがわ か る[A,
1,a]。 そ して,3月15日 に は,マ ル ク スの住 所 が
ボ ワ・ソヴ ァー ジ ュ(BoisSauvage)7番(ハ イン
ツエ ソ とフ ラ イ リヅヒ ラー トが い た ホ テル)に 変
わ った こ と,彼 が プ ロイセ ン政 府 の要 求 で新 聞記
事 に よ りパ リか ら追 放 された こ と,『 政 治経 済学 』
を ダ ル ム シ ュ タ ッ トの レ ス ケ(Leske)の と ころ
で 出す予 定 で3000フ ラ ンを マ ル ク スが も ら った こ
と,彼 が妻 の財産 で食 ってい る ことな どを報 告 し
て い る[A,1,a]。 そ し て3月18日 当 の マ ル ク ス
が 法務 省 に や っ て きて,ブ リュ ッセル滞 在 の許 可
を受 け る こ とに な る。 そ して その条 件 は マ ル クス
は ブ リュ ッセ ル で は決 して反 政 府 的 な 出版 に は携
わ らな い こ とで あ った(3月22日)[A,1,a]。
ボ ル ソ シ ュテ ッ ト(警 察 の 整 理 番 号74101番)
は,2月23日 ブ リュ ッセル に来 た こ とが ベ ルギ ー
政 府 に よって 確 認 さ れ て い る[A,1,b]。 し た
が っ て,リ ュ ミニーの報 告 は まさ にそ の直後 とい
うこ とにな る。 外務 省 の ゴ ブレに は,3月7日 に
追 放 に な った4人(ベ ルナイス,マ ルクス,ベ ル ン
シ ュタイン,ボ ルソシ ュテ ッ ト)に 関 す る詳 しい報
告 書 が 届 け られ る[A,1,b]。 そ こ で ボ ル ン シ ュ
テ ッ トは,偽 札 作 りで 外 人 部 隊 を解 雇 され た あ
と,共 産 主義 者 の蜂 起 に参 加 し,パ リで そ うした
新 聞 の編 集 を してい た と述べ られ て い る。 この報
告 か ら見 る限 り,ベ ル ギ ー当局 は,彼 が プ ロイセ
ンの スパ イで あ る ことを知 って いた様 子 は な く,
も っぱ ら,亡 命者 の首領 格 と思 ってい た よ うで あ
る。4月13日 の警察 へ の報 告 の 中 で は,彼 はパ リ
を追 われ た 危 険人 物 と して報 告 され,特 に彼 が フ
マル クスのパ リか らの追放
ラ ン ス の 王 ル イ 。フィ リップ(LouisPhilippe)
(1773-1850)(在1830-48)や ベ ル ギ ーの 王 レ オ ポ
ル ド1世(Leopold)(1790mm1860)(在1831-65)な
どの王 家 に対 して反 抗 的 で あ る ことを強 調 して い
る[A,1,b]。 こ れ は,フ ラ ソ ス と ベ ル ギ ー との
関 係 に とって重要 な ことで,当 局 の 目を 引 く こと
で もあ った。 当局 に と って,彼 の存 在 は少 な くと
も フラ ンス との関 係 を考 え る時,頭 の痛 い問題 と
な る。 この こ とは リュ ミニ ーの文 面 の 中で も現 れ
て い る。
しか し}彼 は,4月19日 月 曜 日午 後11時 半 に法
務 省 に滞在 許 可 を得 るた め に出頭 した 際,当 局 の
不 安 を 打 ち消 す よ うな こ とを述 べ る こ とに な る。
そ の文 面 は次 の よ うに な って い る。 「彼 は政 治 犯
で は な い。 つ い最近 ベ ル リンへ 旅 を し,ブ リュ ッ
セ ル に戻 って きた。 彼 は この時 不在 の アル ニム男
爵 へ の推 薦 状 と二 つ の推 薦 状 を持 ってい た。 そ の
一 つ は プ ロイセ ンの大使 館 の 外交 官 の一 人 へ の も
の,も う一 つ は ベ ル ギ ー国 王 の 副 官 ピエ ス カ ウ
(Pieskau(P))男 爵 へ の もの で あ った」 「彼 は,プ
ロイ セ ンの 国 務 大 臣Rホ ソ(Rochon(a))氏 や そ
の他 の プ ロイセ ソ宮 廷 の主 要 人物 とは特 に関 係 が
深 く,ス エ ーデ ン 大 使 デ ヴ ェー レ ン ド ル フ
(Dewerrendorf(P))は 彼 の 従 兄 弟 で あ る と の べ
た 」[A,1,b]。 ボ ル ン シ ュテ ッ トは ,こ れ に よ り
彼 が ベ ル ギ ー政 府 に敵 対 す るや か らで は な く,む
しろ ベ ルギ ー とプ ロ イセ ン とをつ な ぐ重 要 な人 物
で あ る とい うこ とを強 調 して い るわ けで あ るが ,
お そ ら く当局 は ボル ン シ ュテ ッ トの正体 を見抜 い
た に違 い な い。 もち ろん これ らの発 言 は 当局 に滞
在 を認 め て も ら うた め の手段 で あ るにす ぎ ない可
能 性 も あ る が,マ ル ク ス の 場 合,妻 の 兄 フ ェル
デ ィ ナ ン ト(Westphalen,Ferdinand,0 .H)
(1799-1876)の こ と に は触 れ て い な い[A,1,b]
の で,こ の発 言 は彼 の スパ イ説 を裏 付 け る重 要 な
もので あ ろ う(も っとも..年 革命 の際 も,マ ルク
ス と同様 彼 も追 放 され て い るが)。 さ ら に ボ ル ン
シ ュテ ッ トは,彼 はあ くまで もギ ゾー政 府 に敵 対
した だ けで あ り,国 王 を批判 した わ け で は ない と
い うこ と,さ らに マ ル クス等 とはま った く関係 し
て お らず,考 え方 も違 うこ とを強調 してい る。 実
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際には,そ の後 もマル クス等 との関係 は切 れてい
ない。 このあた りの事情 は判断 が非常 に難 しい
が,ベ ルギー政府 にとって彼が利用 しがいのあ る
人間であることは確 かであった。
d.フ ラ ンス政 府 側 の 情報
フラ ソス政府 の方 の情 報 は,こ の中 で は一番 少
な い。 外 交 文書 で は,先 に引用 した もの以 外 に は
ない。 内務省 の方 の史 料 で も,不 思議 な ほ ど関 心
が払 わ れ て い ない。 み ず か ら追放 を行 って お きな
が ら,追 放 を受 け た もの が実 際 に 国 を離 れ たか に
つ いて は,ま った く無 関心 で あ った とい うの は,
い さ さか奇 妙 で あ る。 しか も,実 際 にす ぐに フ ラ
ンス を離 れ た の は ボル ン シ ュテ ッ トとマ ル クス し
か い な か った ので あ る。 この よ うに追 放 そ の もの
に全 く関心 を もた な か った理 由 と して ,そ もそ も
この企 てが,プ ロイセ ンへ の配慮 にす ぎな か った
とい うこ と,さ らに はパ リの ドイ ッ人 た ち の活動
につ い て あ ま り注 意 して い なか った とい うこ とが
考 え られ る。
実 際 フラ ンス政 府 は,ボ ル ン シsテ ッ トは別 と
して マル クス な どの名 前 は じゅ うぶ ん認識 して い
な か った。 その こ とは,ド ルサ ール のギ ゾーへ の
報 告 でわ か る。1845年 の報 告 に は,ヘ ル ヴ ェー ク
(Herwegh,G.)(1817-75)が7月21日 ケこハ イ デ ル
ベル クへ 向 か った とい う報告 ,11月10日 の ヴ ァイ
トリン ク(Weitling,W.)(1808-71)や シ ャ ッパ ー
(Schapper,C.)(1812-7d)の ロ ソ ドン で の 報 告 だ
け で,追 放 に 関 す る も の は 存 在 して い な い[A,
2,a]。 マ ル ク スの名 が 出 て くるの は1846年 の2月
17日 の報 告 で 「ブ リュ ッセル の ドイ ツ人共産 主 義
の結 社 は,1845年 フ ラ ソ ス を 追 放 さ れ た シ ャル
ル ・マル クス博 士 の 『社 会的 視 点 か らみ た フ ラ ソ
ス国民 公会 の任 務』(LaMissiondelaconvention
〃αηραお6saeslepointdevuesocial)と い うタイ ト
ル の大作 を次 に出版 す る こ とにか か って い る。 こ
の作 品 は,恐 怖 政 治 の悲 惨 な処 刑 を正 当化 し,純
粋 の愛 国主 義的 行 為 と して奨励 す る こ とを 目的 と
して い る」[A,2.a)と 書 か れ て い る。 これ 以 後
は何 度 か マル クスの名 が 出 て くるが,こ れ 以前 に
彼 の名 を見 る ことは な い。一 方rボ ル ソシ ュテ ッ
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トの名 は この報 告 に は ま った くで て き てい ない。
フラ ソス政 府 は,プ ロイセ ン政 府 や,ベ ル ギ ー政
府 ほ ど ドイ ッ人 の社 会主 義 者 に関 心 を もって い な
か った とい うことで あ ろ う。 これ は,や っ かい ぽ
らい した こ とに よ るが,し か し,こ のや っかい ぽ
らいで冷 え き って い るベル ギ ー との関 係 が 悪化 す
るのは,問 題 で あ った で あ ろ う。
2.独s仏,ベ ル ギー 関係一 リュ ミニー
文 書 の背景 一
a.独,仏,ベ ル ギ ー の経済 関係
さ きに引 用 した フ ラ ンス のベ ルギ ー大 使 リュ ミ
ニー の報 告 書 の 多 くが,ベ ルギ ー とフ ラ ンス との
商業 上 の友好 関 係 を と りむす ぶ た め の戦略 につ い
ての文 書 で あ る こ とは,注 目に値 す る。 この こと
は,マ ル クスや ボル ソシ ュテ ヅ トの追 放 も,こ う
した 関 係 で 言 及 され て お り,彼 らの 亡 命 は ベ ル
ギ ー とフ ラ ンス,そ して プ ロイセ ソ との 間 の経 済
上 の駆 引 きに間 接的 に しろ結 び付 い て い る こ とを
示 して い る。
ベル ギ ー は,1830年 に オ ラ ソダ との連 合 王 国 か
ら独 立 す るが,外 交 権 と して真 に独 立 を果 たす の
は1839年4月19日 の ロン ドンで結 ぽれ た条 約 か ら
で あ った 。 ベ ルギ ーの独 立 は,当 然 ベ ルギ ーに対
す る大 国 の 接 近 へ とつ な が って い く。 ベ ル ギ ー
は,北 西 の ゲル マ ン語 圏 と南 の フラ ンス語 圏 に分
か れ てお り,プ ロイセ ソ と フラ ソス との関 係 が ベ
ルギ ー に と って重 要 な問題 とな るが,ベ ル ギ ーは
外 交的 に は中立 を と る ことに よって,プ ロイ セ ソ
と も,フ ラソス とも距 離 を置 くこ とで大 国 の 中で
の存 在価 値 を狙 って い く。 しか し,ベ ル ギ ーは経
済的 に はい ち早 く産 業 革命 の影 響 を受 け,発 展 し
た もの の,国 内市場 の狭隆 さで,国 内産 業 は市場
を ど こか に求 め ざ る を え な くな る。 こ うした 中
で,ベ ル ギ ーは フ ラソスへ 市場 を求 め る か,最 も
近 い プ ロ イセ ソす なわ ち ライ ソ ラソ トへ 市場 を求
め るか とい う選 択 を迫 られ,外 交上 の 中立 は少 な
く と も経 済 的 に 不 可 能 と い うこ とに な る。 そ こ
で,ベ ル ギ ー政 府 は,フ ラ ソス とプ ロイセ ソ と経
済 上 の 問題 を め ぐって交 渉 を始 め る こ とにな る。
リュ ミニーが ベ ル ギ ーの フ ラ ソス大使 と して ブ
リュ ッセ ル に赴 任 す るの は,1840年8月16日 の こ
とで あ る[B,8,p.30]。 彼 の任 務 は ベ ル ギ ーを フ
ラ ソス側 につ け る とい うこ とで あ った。 彼 の前 任
者 セ リュ リエ(Serurier,L.1775-1860)が,フ ラ
ソス側 へ 引 き入 れ るべ く工 作 を して いた が,十 分
み の りを あ げ る に は い た って い な か った。 しか
も,1840年7月 に オ リエ ソ トの問 題 が 生 じ て お
り,こ れ に よって フ ランス は ヨー ロ ッパ の中 で孤
立 し,一 触即 発 で戦 争 の危 機 を は らむ とい う状 況
とな って いた。 オ リエ ソ ト危 機 は,フ ラ ンス側 の
意 を受 け たエ ジプ トに よる他 の ヨmッ パ の支持
を受 けた シ リアへ の侵攻 を,ヨmッ パ の 　強 が
阻 止 した とい う事件 で あ る。 フ ラン スは,こ れ に
よって ヨー ロ ッパ,特 に ドイ ツ との戦争 に備}る
こ とにな る。 この時,フ ラ ソス は防衛 線 を ライ ソ
左岸 と考},プ ロイセ ン下 の ライ ソ ラン トとベ ル
ギ ーを フラ ンスに合 併す る ことに よ って,防 衛 線
の 強化 を図 ろ うとす る(詳 しくは[B,31][B,35]
参 照)。 フ ラ ソス の多 くの世 論 は,ラ イ ン左 岸 と
ベ ルギ ーの フラ ソスへ の併 合 を支持 し,プ ロイセ
ンだ けで な く,ベ ルギ ー政 府 の不 安 を引 き起 こす
ことに な った。 マ ル ク ス とル ーゲ の 『独 仏年 誌 』
は,ま さ に こ うした危 機 の 中で,ド イ ッ とフ ラ ソ
ス の知 的 同盟 に よって,両 国 の不安 を取 り除 こ う
とす る もので あ った。 しか し,ラ イ ン左 岸 の要 求
に固執 す る フラ ソス側 の参 加 は な く,結 局 この雑
誌 の企 画 は倒 れ て しま う[B,35]。
リュ ミニ ーは,ま さ に フ ラ ソ ス の 世 論 が ベ ル
ギ ー併合 を主張 して い る中 で ベル ギ ー との関 係 を
フ ラン ス側 に有利 に し よ うとい うもので,最 初 か
ら暗 礁 に乗 り上 げ ざ るをtな い もので あ った。 し
か も,ベ ル ギ ー と プ ロイセ ソ との間 には,ケ ル ソ
ー リエ ー ジ ュ間 の鉄 道 建設 も始 ま ってお り,こ れ
に よって プ ロイセ ン とベ ルギ ー との経 済的 関 係 は
よ り密接 に な り,フ ラ ソス はベ ルギ ー との友 好 関
係 を完 全 に失 って しま う恐 れ が あ った。 した が っ
て フ ラ ソスが この ままベ ル ギ ーを属 国 の よ うな態
度 で 扱 うの は 得 策 で は な か った。 強 硬 派 の テ ィ
ェ ール(Thiers,L.A.)(1797-1877)政 府 に とって
変 わ った ギ ゾー政 府 は,戦 争 か ら経済 的友 好 へ と
方 針 を変}る が,そ れ に対 して もフ ラ ンスの保 護
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主 義 的 世論 の猛反 対 に遭 遇 す る。
フ ランス政 府 は,ベ ル ギ ー との経 済 的関 係 の 改
善 に努力 をす るが,ま ず 問題 に な った の は リンネ
ルで あ った。 ベ ルギ ーの リンネル 市場 は フ ラ ンス
で あ った が,フ ラ ンスで もベ ルギ ー国境 の ノール
県 で リン ネ ル産 業 が 発 展 しつ つ あ った。 そ の た
め,リ ソネ ル産 業 保 護 の ため の 関税 をか け ,ベ ル
ギ ー製 品 の輸 入 を 阻 止 す る こ とに な る。 と こ ろ
が,フ ラン スの主 力輸 出品,ワ イ ソ と絹 も,そ の
販 路 を摸 索 して いた 。 そ の販 路 の 一 つ と して 当
然,ベ ル ギ ー一が選 ぼれ るわ け で あ るが,こ の こと
は リン ネ ル産 業 の 資 本 家 の 怒 りを 買 うこ と に な
る。 フ ラ ンス中部 の資 本家 に押 され た ギ ゾー政 府
は,販 路 確保 のた め に1842年7月16日 にパ リで ,
それ ぞれ の輸 出品 目に対 す る関 税 引 き下 げ に 調 印
す る[B,8,p.171]。 ベ ル ギ ーは,フ ラ ンス の ワイ
ン,絹,フ ラン スは ベル ギ ー の リンネル の関税 を
4年 間 引 き下 げ る こ とに な る。
と ころ が,ベ ル ギ ーは プ ロイセ ン を中心 とす る
関 税 同盟 の諸 国 との間 に も,8月28日 に同 じ品 目
に対 す る関 税 引 き下 げ を行 い(プRイ セ ンの場 合
の ワイソ業界 は不振であ った[B,34]) ,フ ラ ンス政
府 を驚 かせ る[B,8,p.177]。 これ は,ワ イ ン業者
や絹 織物 業 者 を も驚 か せ る。 なぜ な ら,関 税 同盟
諸 国 の ワイ ソ も絹 も,フ ラン スの ライ ヴ ァルで あ
り,競 争 力 を も ってお り,ベ ル ギ ー市 場 での勝 敗
は否定 しよ うもなか った か らで あ る。 こ うした ベ
ル ギ ー政 府 の 両 面 外 交 に よって ,フ ラ ソ ス政 府
は,関 税 同盟 諸 国 との競争 に直 面 せ ざ るを えな い
状 況 とな り,限 定 品 目の 関税 引 き下 げ で は な く,
ベ ルギ ー との間 の完 全 な 関税 同盟 を締結 し よ うと
す る。 こ こで 国 内 に 自由貿 易主 義 者 と保 護 貿 易主
義 者 との論争 が始 ま る。
保護 主 義 を掲 げ る論 者 は,ベ ルギ ー との競 争 力
にお い て劣勢 に まわ って い る フラ ソスの ベ ル ギ ー
との関 税障 壁 の撤 廃 に反対 した 。特 に北部 を 中心
とす る リン ネ ル,綿,鉄 工 業 が そ の 中 心 で あ っ
た。 彼 らは,ベ ル ギ ー との 自由貿 易 で フ ラン スが
売 れ る も の は,本,ワ イ ン,絹,贅 沢 品 しか な
く,こ れ らの消 費 は微 々た る もので ベ ル ギ ー との
貿 易 関係 は赤 字 とな るであ ろ うと主 張 す る。 … 方
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自由貿 易論 老 は,絹 織 物 の 中心地 リヨン,ワ イ ン
の 中心 地 ボル ドーの 人hで,低 迷 す る産 業 の 発展
を願 って政府 に圧 力 を か け る。
こ うした 中 で,ギ ゾー政 府 がそ の まま ベル ギ ー
との関 税 同盟 に こ ぎ着 けれ ぽ問題 は なか った ので
あ るが,ギ ゾー は,「 フ ラ ン ス は ベ ル ギ ー との 関
税 同 盟 を必 要 と しな い」[B,8,p.270]と い う発 言
を し,親 プ ロ イ セ ソ派 の 内 閣 ノ トソ(Nothomb ,
J.B.)(1805-81)(在1841-45)の 信用 を失 う。 これ
は,逆 にベ ル ギ ーの プ ロイセ ンへ の接 近 を促 し,
ベ ル ギ ーは プRイ セ ン との間 に ワイ ン,絹 製 品 以
外 の品 目を含 む関 税 同盟 を打 診 す る ことに な る。
プ ロイセ ン大使 アル ニ ムは この条 約 に む け て活 動
を開始 す る。 一 方 リュ ミニ ーは ま さに これ を阻止
すべ く,フ ラ ンス派 の ゴブ レに近 付 く。
しか し,状 況 は プ ロイセ ソに うま く作 用す る こ
とに な る。 それ は,ア ソ トワー プ とア ーヘ ン間 の
鉄 道 が1843年11月11日 に 開通 す る ことに よって,
プRイ セ ンとベ ル ギ ー との経済 関 係 は必 然 的 に よ
り密接 に な った か らで あ る。 この点 に お い て もフ
ラソス は出遅 れ,パ リー ブ リー ッセ ル鉄 道 の 開通
は そ の3年 後 で あ った 。 まだハ ン ブル クが 関税 同
盟 に入 って お らず,大 西洋 に直接 の 出 口を もって
い なか った プ ロイセ ンが ベ ルギ ーの ア ソ トワー プ
に 出 口を求 め るの は当然 で,ラ イ ソラ ン トの資本
家 た ち の 希 望 で も あ った。1844年 ベ ル ギ ー政 府
は,プ ロイセ ン政 府 との間 に次 の条 約 を交わ す 。
ベ ル ギ ーは ア ソ トワー プで の ドイ ツ系 の建 物 の利
用 を ベル ギ ー 人の もの と同 じに扱 う,1842年8月
26日 の ワイ ン,絹 製 品 に 関す る関税 引 き下 げ を延
長 し,ラ イ ソか らア ン トワー プ まで の トラ ンジ ッ
ト貨物 に関 す る税 を免除 す し,関 税 同盟 は,ベ ル
ギ ーに鉄 に対 す る関税 を下 げ,ド イ ッの リソネ ル
へ 奨 励 金 を 半 分 に 下 げ る こ と に な る[B ,S,p、
288]。 この条約 は,大 西 洋 に基 地 を作 った点 で プ
ロイ セ ン側 に有利 で あ った。 プ ロイセ ン大使 ア ル
ミム は この条 約 で,フ ラ ソス大使 リュ ミニー の鼻
を あか した ことに な る。 フ ランス政 府 は,プ ロイ
セ ン に よる実 質的 なベ ル ギ ー併合 を恐 れ ,リ ュ ミ
ニ ー はベ ルギ ー政 府 に対 し
,フ ラソ ス との友好 関
係 の維 持 をは か る。
一134-一 マル クスのパ リか らの追放
ギ ゾー政 府 が マル クス等 の追放 を,プ ロ イセ ン
政 府 か ら受 けて,実 行 した の は ま さに こ うした 国
際情 勢 の時 で あ った 。 しか し,マ ル クス とボル ソ
シ ュテ ッ トに とって,問 題 のベ ル ギ ーへ移 った と
い うこ とは,当 時 の ベ ル ギ ー と フ ラ ソ ス の 冷 え
きった 関係 か らす れ ぽ,う まい選択 で あ った と言
え る。 こ こで は,ベ ル ギ ー政府 が フ ラ ソス政府 の
意 向 を受 け,イ ギ リスへ彼 らを再 度 追放 す る可 能
性 はな か った か らで あ る。 プ ロイセ ン大使 アル ニ
ム に とって,ド イ ッ人 亡 命 者 を ど う料 理 す る か
は,少 な くとも この 時点 で は 自由で あ った。 ベル
ギ ー政 府 と ドイ ッ関税 同盟 との関 係 は良好 で,彼
らを ブ リュ ッセル で監 視す る こ とは難 しい ことで
はな か った と思 わ れ る。 アル ニ ムは,ゴ ブ レを通
じて 宿敵 リュ ミニ ーに,彼 らを再 び フ ラソス に連
れ戻 そ うと して い るが,こ れ は 明 らか に外交 上 の
駆 引 きで あ る。 リュ ミニY'そ れが で きる はず も
な く,ベ ル ギ ー政 府 に もそ れ が で き る はず も な
か った。 不 可能 な難 問 を押 し付 け た ともい える。
リュ ミニー は,継 続 中 の フ ラ ソス との関税 同盟 の
ため,ベ ル ギ の政 府 の意 向 はな るべ く汲 まね ば な
らな い とい う弱味 が あ る。 そ のた め,ア ル ニ ム も
申 し出 は不可 能 で あ る と述 べ なが ら,友 好 関 係 に
関 して は,配 慮 を しな けれ ぽ な らな か った ので あ
る。
こ うして フラ ソス政 府 も,ベ ルギ ー政 府 も ドイ
ツ人亡命 者 の第三 国へ の追 放 を果 た せ な か ったわ
けで あ るが,そ の結 果,彼 ら ドイ ッ人 亡命 者 た ち
は国外 に い なが らプ ロイセ ン政 府 に対 して ガ ラ ス
張 りに な る とい うこ とで あ る。
b.ベ ル ギー と ドイ ツ
マ ル ク ス,ボ ル ンシ ュテ ッ トとい った ドイ ツ人
亡命 者 が,う ま くベ ル ギ ーに滞 在 で きた のが,当
時 の国際 情 勢 に あ った こ とは確 かで あ るが,彼 ら
が 好 ん で ベ ル ギ ーを 選 ん だ(20)のは ベ ル ギ ー 自体
が ドイ ッ と深 い 関係 を も って い た こと もその理 由
にな る。
フ ラソ スは ベ ルギ ー を ドイ ツの 防衛 線 と考 えて
いた が,ベ ル ギ ー 自体 は必ず しも親 フ ランス とい
うわ けで は なか った 。 しか し,そ れ に もか かわ ら
ず フ ラ ソ ス とベ ル ギ ー と の関 係 に は深 い もの が
あ った 。1834年 当 時 の ロ ジ エ(Rogier,Ch.L.)
(:11)(後 に首相(在47-52,57-67)1848年 にマ
ルクス を追放 す る)は ゴ ブ レに 「当然 の こ と な が
らフ ラ ソス との関 係 は ベル ギ ーの外 交政 策 の中心
で あ りつづ け る。 フラ ンスは,わ れわ れ の 自然 の
同盟 の徒 で あ る」 と手 紙 に 書 い て いた[B,10,S.
208]。 これ と同様 の こ とは フ ラソ ス人 の側 に も言
えた 。 「ベ ル ギ ー は フ ラ ソ スの 自然 国 境 で あ るだ
け で は な い,兄 弟 で あ り,同 じ 肉体 の 一 部 で あ
る」 とル ル ー(Leroux,P.)(1797-1871)は 主 張 し
ていた[B,S,p.191]。
特 に,1837-38年 に ライ ソ ラ ソ トで起 こった ケ
ル ン 教 会 闘 争(KolnerKirchenstreit)々 ま,ベ ル
ギ ー人 の反 プ ロイセ ソ感 情 と1親 ライ ソ ラ ン ト感
情 を つ く りだ す こ と に な る。 ケ ル ソ教 会 闘 争 と
は,プRイ セ ソ人(プ ロテ スタ ソ ト)の 夫 と ラ イ
ソ ラソ ト(カ トリック)人 の妻 との 間 にで きた 子
供 の宗 教 を プ ロテ ス タン トにす る とい うプRイ セ
ソの強硬 な意 見 に対 して,ケ ル ソの大 司教 ドロス
テ が反 対 し,政 教 分 離 を主 張 した こ とに始 ま る。
プRイ セ ソは ドロス テを逮 捕 し,カ トリック諸 国
に 大 き な 非 難 を 巻 き 起 こ し たCB,28,AA・
182-189]。 ベ ル ギ ー人,フ ラ ソ ス人 の多 くは カ ト
リ ックで あ り,プ ロイセ ソの こ うした態度 に怒 り
を もつ 。 ライ ン ラソ トで もフ ラソ ス時代 を なつ か
しむ声 が あ が り,ベ ルギ ーで もそれ を支 援す る動
き が で て く る。 特 に,ド ロ ス テ(Droste,V.)
(1773-1845)(在1836-46)は 国 王 よ り もmマ と
の 関 係 を 重 視 す る ウ ル トラ ・モ ン タ ソ(Ultra
Montant)派 で あ り,こ う した 結 婚 の場 合,そ の
結婚 が いか に非 宗教 的 で あ るか を さ と し,そ の子
供 を カ トリック教徒 にす べ きで あ る とい う信念 を
持 って いた。 こ うした こ とは あ くまで 宗教 次 元 の
問題 で,政 治 とは一 線 を画 した問題 で あ った 。 ベ
ル ギ ーの リエ ージ ュには,彼 と意 見 を ともにす る
ウル トラ ・モ ソ タ ソ派 の 拠 点 が あ り[B,10,S,
194],さ らに フ ラ ソ ス は そ の全 体 の 拠 点 で あ っ
た 。 ベ ル ギ ー人 と フ ラ ン ス人,そ して ラ イ ソ 人
は,ま さに この問 題 に お いて,後 の オ リエ ソ ト危
機 の時 に現れ る問題 ライ ソ左 岸 は フラ ソス領 土
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で あ る とい う問題 の先 駆 けを なす こ とに な る。 も
ちろ ん,実 際 に は,ベ ルギ ーの カ トリックは フラ
ンス と共 同戦 線 を は った とは い え,ま た反 プ ロイ
セ ンに燃 えた とは い え,ド イ ッ人 で あ る ライ ソ ラ
ン トへ の親 近 感 も もった こ とは重 要 で あ る。 この
問題 は,ベ ル ギ ーで は フ ランス へ の接 近 とい う方
向 で はな く,プ ロイセ ン抜 きの ライ ン ラソ トへ の
接 近 とい う方 向へ 発 展 してい くか らで あ る。
しか し,そ の ライ ン ラン トへ の接近 とい う問 題
は,も うひ とつの 点 で フラ ソス の影 響 を持 って い
た。 それ は,フ ランス が与 えた民主 主 義 運動 で あ
る。 これ はベ ルギ ーの独 立運 動,ラ イ ソ ラ ン トに
お け る自由主 義 運動 の芽 生 えと い う形 で,深 く浸
透 してい く。1830年 代 に頂 点 に達 す る ラ イ ンラ ン
トの反 プ ロイ セ ン運 動 は,カ トリ ックの問 題 だ け
で な く,革 命 の影 響 を強 く受 け た ライ ン ラソ トの
自由主義 精 神 に も大 き く影 響 され てい る。 だ か ら
こそ,オ リエ ン ト危機 に際 して,フ ラ ソス側 が ラ
イ ン ラ ソ トの併 合 を望 んだ 時,ラ イ ン人 の 多 くは
ライ ソ ラソ トはす で に 自由の精 神 に お い て フ ラン
スに併 合 され て お り,領 土 問題 自体 は意 味 が な い
と主 張 した の で あ る。 ライ ソ ラソ トも,ベ ル ギ ー
もそ の点 は同 じで,精 神 的 な意 味 に お いて は フ ラ
ンス化 され て いた。 た だ し,外 交的 な意 味 で の独
立,併 合 とい った問 題 で は,ラ イ ンラ ソ トは反 プ
ロイセ ンで は あ るが,フ ラン ス との併合 で は な く
ラ インの独 立 を 当面 考 え て いた わ けで あ る(し か
し1840年 代 に は ライソラ ン トの資 本家 は ドイ ッ関税
同盟 の 中で 独立 志 向 を放 棄 す る)。 こ の 点 は ベ ル
ギ ーの フ ラ ソ スへ の親 近 感 を 考 え る場 合 も同 じ
で,ベ ルギ ー人 は外交 的 には,あ くまで も独 立 を
志 向 してい た。
一方 ベル ギ ー人 は
,ド イ ッ人 へ の親 近 感 も持 っ
て い た。 ベ ル ギ ー地 域 が か つ てハ プス ブル ク帝 国
下 に あ った とい う点 だ けで は な くsベ ル ギ ーの 経
済,文 化 の 中 にお どろ くほ ど ドイ ッ人 が は い りこ
ん で いた か らで あ る。 ベ ル ギ ーの経 済 の根 幹 に い
る外 国 人 の多 くは,ド イ ッ人 で あ った。 ドイ ッ人
が 活 躍 した部 門 は,工 業 で は な く銀 行 や 商 業 で
あ った。 ア ン ト ワー プ の 銀 行 ク レ グ リ ソ ガー
(Kreglinger)家 は,フ ラ ンク フル ト,ア ム ステ ル
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ダ ムに銀 行 を もつ 国際 資 本 で あ り,ブ リュ ッセ ル
に はTエ ン グ ラー(Engler),オ ッペ ン ハ イ ム
(Oppenheim),メ テ ニ ウ ス(Mettenius),リ ッ ト
ヴ ェガ ー(Rittweger)な ど の ド イ ッ 系 銀 行 が
あ った[B,7,pp.724727)。 や が て,こ う し た ド
イ ッ系資 本 は,金 属 電 機,化 学産 業 な どの工 業
の中心 に まで支 配 を 及 ぼす こ とに な る。 フラ ンス
人 もベ ルギ ーに数 多 くきて はいた が,そ の影 響 力
とい う点 で は ドイ ッ人 と比 較 に な ら な い。 そ れ
はsド イ ッ系 資 本 が ドイ ツの資 本 と密 接 な連 繋 を
して いた か らで あ った。 この連 繋 こそ,ベ ル ギ ー
に フ ランス よ り早 く通 商条 約 を こ ぎつ け させ た 力
で もあ った。
文化 に お け る関係 で は特 に大学 にお け る ドイ ツ
人 の活 躍 は重要 で あ る。 フ ラソスの 下 で の文 化的
衰 退(?}を 復 興す べ く,オ ラ ソダ との王 国の 中 で
大 学 の設 立 が始 ま った が,そ こで活躍 した の が ド
イ ッ人 の教 師 で あ った。 リエ ー ジ ュ大学 の文献 学
者 フ ス(Fuss,J.D.)(1781-1860),法 学 者 ヴ ァル
ン ケ ーニ ヒ(Warnkonig,LA.)(1794-1866),物
理 学 者 カ ッセ ル(Casse1),哲 学 者 ドゥン ベ ック
(Dumbeck),ガ ン(Gand,Gent)(人 口97000)大
学 の化 学者 ハ ウフ(Hauff,∫.K.F)(1766-1876),
ル ーヴ ァ ソ(Lowen ,Louvain)(人 口27000)大 学
の 医 学 者 ハ ル バ ウ ア ー(Harbaur),自 然 史 の ガ
エ デ(Gaede) ,統 計 学 の ヴ ァ ー ゲ マ ソ
(Wagemann),そ して ブ リュ ッセ ル 自由大 学 で は
法 学 者 の ア ー レ ン ス(Ahrens),ア ル ン ツ
(Arntz),マ イ ン ッ(Maynz)(1812-82)な どが い
た[B,10,S.161]。 実 に28講 座 の主任 教 授 を ドイ
ツ人教 師 が 占 め て いた。 そ の 中で 当然 起 こって き
た の が,ゲ ル マ ン主 義 であ った。
リエ ー ジ ュ大学 教 授 ヴァル ンケ ー ニ ヒは,フ ラ
ン ドルの ドイ ツへ の帰 属 を主 張 す る フラ ソ ドル運
動 の旗 手 で あ った。 彼 らの主 張 は フ ラン ドル は,
オ ラン ダ,広 い意 味 で は ドイ ッの一 部 で あ り,南
の ワ ロン人 とは民 族 的 に も文 化 的 に も異 な る とい
う こ とで あ った。 フ ラ ソ ドル を 中 心 とす るベ ル
ギ ー人 は,ド イ ッの文化,ド イ ツその そ の もの に
対 して深 い憧憬 を もち,親 ドイ ッ派 を形 成 す る。
こ うした 運 動 は,や が て ドイ ツの 保 守 層 に影 響
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し,ベ ル ギ ーへ の経済 的 接近 の背 景 を なす こ とに
な る。
また そ の一方 で,プ ロ イセ ンか ら追わ れ てベ ル
ギ ーに来 た教 授 もい る。 ブ リュ ヅセル 自由大学 教
授 ア ー レン ス,ア ル ソ ツ,マ イ ソ ツは そ の 典 型
で,特 に マ イ ン ツは,エ ッセ ソの 出身,フ ラン ク
フル トの武 器庫 襲 撃事 件 で シ ャパ ー同様 国外 追 放
を受 けた 人物 で,こ の大 学 でmマ 法 を教 えて い
た。 彼 らは全 員 自由主義 的傾 向が強 く,ド イ ツの
現状 に対 して批 判 的 で あ った 。 フ ェル トマ ソは彼
が ブ リュ ッセ ルで マ ル ク スに い ろい ろ情報 を与 え
た と言 って い るが[B,12,p.24],マ ル クス と深 い
関 係 を 持 つ こ と に な る ジ ゴ(Gigot,Ph.)
(1819-60)は,マ イ ソ ッに師 事 して い た し,マ ル
クス に ア リア ン ス通 りの家 を貸す こ とに な る プ ロ
イ ヤ ー(Breuer)(1812-72)も,彼 に 師 事 して い
た 。彼 らはマ ル ク ス等 の社 会 主 義者 と関 係 を も っ
て いた。 彼 らの ドイ ッへ の親 近 感 は,ド イ ツの 反
面 教 師 と して の姿 であ った の で あ ろ う。
一 方
,ベ ルギ ーに は,当 時数 多 くの ドイ ツ人 が
い た。 特 に クー ラ ンダ は,ブ リxッ セ ル の1842年
当 時 の ドイ ッ人 人 口を1万 人,そ してそ の3分 の
2が 政 治亡 命 者 で あ る とい って い るが(実 際 には
もっと少 ない と思わ れ る(21))。そ の誇 張 を誇 張 とし
て退 け るわ けに は いか な い ほ ど,ブ リュ ッセ ル は
ドイ ッ人 亡 命 者 の 重 要 な拠 点 で あ った。 ヴ ェル
ヴ ィエ(Verviers)(人 口21000),リ エ ー ジ ュに も
多 くの工場 が あ り,ド イ ッ人 の労 働 者 が多 く働 い
てい た。 パ リの場合,ド イ ッ人 労働 者 とフ ラソス
人 労働 者 との 間 に共 通 の運動 が行わ れ る こ とは少
なか ったが,ブ リュ ッセ ルで は ベル ギ ー人労 働 者
と ドイ ッ人 労 働 者 との 間 に はs「 民 主 協 会 」 とい
う国際 的連 帯 組織 が で きあが る。 先 の ジ ゴ ー,マ
イ ン ツ,ジ ョ ト ラ ソ ド(Jottrand,L-L)
(1804-77),テ デ ス コ(Tedesco)(1821-97)な ど
ベル ギ ー人 の参 加 を得 て,国 際 的組 織 が形 成 され
て い くが[B,9,p.193-5],こ れ は ベ ル ギ ー人 の側
に ベル ギ ー人 とい う民族 的 ア イデ ソテ ィテ ィよ り
も,ド イ ッ人,フ ラソ ス人 に対 す る ア イデ ソテ ィ
テ ィが 強 く残 って いた か らか も しれ ない。
結 語
本稿 は,マ ル ク スのパ リか ら ブ リュ ッセル へ の
追 放 を リュ ミニ ーの報 告 書 を 中 心 に 扱 って き た
が,マ ル ク スや ボ ル ソシ ュテ ッ トが ベル ギ ーに逃
げ込 め た の は,ま さに 当時 の独 仏 の政 治 的駆 引 き
の 間隙 が あ った か らで あ る。
ベ ル ギ ー と通商 条 約 を フ ラソス よ り先 に結 び,
フラ ンス を牽 制 して い る プRイ セ ソに とっ て,フ
ラソ ス政 府 を つつ い て危 険 な ドイ ッ人 を ベ ルギ ー
に来 させた のは好 都合 で あ った 。 プ ロイセ ン寄 り
を打 ち消 した い ベ ルギ ーに と って フ ラソ ス政 府 と
の 関係 で も都 合 の悪 い状態 で,プ ロイセ ソの優 位
は高 ま る。一 方,プ ロイセ ソの差 金 で追 放 した ド
イ ッ人 が イ ギ リス で は な く,ベ ル ギ ーに い る の
は,フ ラ ンスに とって ベル ギ ー との交渉 上 好 ま し
くなか った 。
しか も,こ うした 通商 条 約 をめ ぐる三 国 の駆 引
は,経 済上,防 衛 上,宗 教 上 の利 害,国 民感 情,
文化 事 情,民 族感 情,思 想 問題 が複 雑 に か さな り
あ って,よ り複 雑 に な って い た。 マ ル ク ス の ブ
リュ ッセ ル行 きが,彼 の政 治 運動 上 プ ラスで あっ
た か,マ イナ ス で あ った か,即 断 は しか ね るが,
少 な く とも ブ リュ ッセ ル で は,パ リで マル クスが
体 験 した 独仏 の 人hの 感 情 的対 立 ほ どの ひ どい対
立 はな く,ベ ルギ ー人 と ドイ ッ人 との労 働 運動 に
お け る一 時的 な連帯 がで きた こ とは プ ラス と評 価
出来 るか も しれ ない。 そ れ は,ベ ル ギ ーが ドイ ツ
に も,ま た フ ラ ソスに も同様 に親近 感 を も って い
る とい う事 情 に負 って い る。
(注)
(1)追 放 の 候 補 者 は9人 い た が,実 際 に追 放 命 令 が 与 え られ た
の は,こ の5人 で あ っ た。 追 放 に い た る 理 由 は,『 フ ォア
ヴ ェル ツ』 に掲 載 され た フ ラ ン ス 国 玉 へ の 不 敬 罪 で あ っ た。
詳 し くは拙 稿[B,321参 照 。
(2)1839年 の季 節 社 の蜂 起 と の 関係 で フ ラ ソ ス か ら追 放 され た
シ ャパ ー は,カ レ ー経 由 で ロ ン ドソ に 向 か った し[B,30],
1834年 か ら36年 に か け て ス イ ス か ら追 放 され た ドイ ツ人 の …
行 も カ レ ー を 経 由 し て ロ ン ド ン に 渡 っ て い る(Archives
municipaldeCalais,1-2)。 実 際,マ ル ク ス等 は カ レ ー経 由
でパ リに 行 っ て い る と言 う プ ロ イセ ソの 報 告 が パ リか らベ ル
マル クスのパ リか らの追放
リ ンへ 送 ら れ て い る[B,36 ,p,190f]。 こ う し た 報 告 は,裏
を と らな い報 告 で あ る,そ れ ゆ え に 通 常 の 亡命 一一ス を マ ル
ク ス た ち が 通 っ て い る こ とを 予 測 して 書 い て い る。
(3)ベ ル ギ ーへ の追 放 に 関 す る 史 料 調 査 の 歴 史 を概 観 す る と,
ビュ ル ガ ー ス の 思 い 出[B ,11]や,妻 イ エ ニ ー ・マ ル ク ス
[B,22]の 言 葉 は別 と し て,最 初 に 本 格 的 史 料 調 査 を 行 った
の は,1909年 の フ ェ ル トマ ン の 論 稿[B,12]で あ る。 し か
し,こ れ に は 史 料 の 典 拠 が な い。 お な じ く メ ー リン ク の論 文
[B,23]も1916年 に 出 て い る が,史 料 の 典 拠 が な い。 ま た
1919年 に は ル ー ド ヴ ィ ッ ヒ[H,21]に よ る レ ー ヴ ェ ソ タ ー
ル の手 紙 が 出 て,ブ リ ュ ッセ ル で の様 子 が 描 か れ た 。 具 体 的
な 史 料 を は じ め て 提 出 した の41924年 の ピエ ラ ー ル の 文 献
[B,24]で あ る。 そ の 後,パ イ ン も ブ リュ ッセ ル の マ ル クス
に つ い て 書 い て い る[B,5,6]が,細 か い 点 で 間 違 い が 多
い。 し か し,本 格 的 に 警 察(SQretePublique)の 史 料 を
使 っ た 最 初 の もの で あ る。 そ の 後 ゾ マ ー ハ ウゼ ン が1946年 に
こ の 史 料 に触 れ る(Somerhausen ,L.,ゐ 冴 π〃雛 ぬ η3召agis-
santdeKarlMarx ,Paris,1946)が,厳 密 に 史 料 研 究 の 道
を 開 い た の は,1967年 の シ ュ レ ヒテ の 論 文[B ,25]で,こ
こ で マ ル ク ス に 関 す る警 察 史 料 が ブ リュ ッセ ル の 王 立 ア ル
シ ー ヴ ・ジ ェ ネ ラ ル に あ る こ とが 記 載 され る。 そ の 後 ア ソ ド
レ ア ス の 中CB ,.3)で,1848年 の ブ リュ ッセ ル か ら の 追 放 に
関 す る史 料 が 公 刊 さ れ て い る。 また ベ ル ギ ー と マ ル ク ス,エ
ン ゲ ル ス に 関 す る史 料 集 と し て[B ,16]が あ る。 本 稿 で 利
用 して い る 史料 は,こ れ らの 研 究 を 手 が か りと して い る。 現
在,マ ル ク ス に 関 す る警 察 史 料 は コ ピ ー で しか 見 られ な い。
(4)こ の フ ラ ン ス外 務 省 の 史 料 は,国 別 に 分 け られ て い る。 ブ
リュ ッセ ル の フ ラ ソ ス大 使 館 か ら の報 告 書 は,ほ ぼ1年 つ つ
冊 子 態 に な って お り,1年 の報 告 書 は ほ ぼ500ペ ー ジ ぐ らい
の量 で あ る。 リ ュ ミユ ー の報 告 書 の主 要 部 分 は この 通 商 協 定
に 関 す る もの で あ る 。
(5)良 知 氏 の 研 究[B,36]は,ベ ル リ ソ の 史 料 を 中 心 に 実 証
的 に 行 わ れ て い る 点 で か な り評 価 で き る が,そ の 後 グ ラ ソ
ジ ョ ン[B,13]や 筆 者[B .29][B,30][B,32]の よ うな フ
ラ ン ス側 か ら の 史 料 研 究 が 出 され,史 実 的 に は す で に 多 くの
問 題 点 を 残 し て い る。
(6)こ の史 料 は,ド ル セ ー ル とギ ゾ ー一の 通 信 文 で あ る。 この 史
料 の 閲 覧 は 許 可 が い る。 この 史 料 に は マ ル ク ス や ボ ル ンシ ュ
テ ッ トの追 放 に関 す る も の が な い が,そ れ は最 初 か ら な い の
か 不 明 で あ る。
(7)ル ー ゲ は3月 末 ま で パ リに滞 在 し,そ の 後 チ ュー リ ヒへ 移
り,ベ ル ン シ ュ タ イ ンは,そ の後 もず っ とパ リに滞 在 し て い
る。 ベ ル ナ イ ス は こ の 時 刑 務 所 に お り2月 末 ま で 出 て こ な
か っ た 〔P,32,pp.18～25]。
(8)フ ラ ン スで も,当 該 の地 の 警 察 で パ ス ポ ー トの 検 査 を 受 け
れ ぽ,基 本 的 に は そ れ を拒 否 す る こ とは で き な か っ た。 た だ
しsl849年 の 革 命 後 の ドイ ツ人 亡 命 者 が ドイ ツ国 境 や パ リに
居 住 す る こ と につ い て は,厳 し い制 限 を つ け た。 マ ル ク ス が
ロ ン ドンへ 行 か ざ る を え な く な る の は,こ の 処 置 で ブ リ ュ
タ ー ユ ユ行 きを 命 ぜ られ た か らで あ る(詳 し くはrl840年 代
フ ラ ン ス に お け る ドイ ツ人 人r1の 動 態 一(3)特 に 西 南 フ ラ
ン ス に 関 し て 」 『商 経 論 叢 』28巻3号1992年 予 定)を 参 照 の
こ と)。
(9)国 境 で の 逮 捕 に 際 し て,各 国 境 に 人 相 書 が 配 られ る。 そ れ
を つ う じて 逮 捕 す るの で あ る が 。 これ は 至 難 の わ ざ で あ る。
ヴ ァ イ ト リン ク に 関 して は,フ ラ ソ ス 国 境 沿 い の モ ー ゼ ル 県
[A,5],リ ー ル 県[A,6]に 人 相 書 が で ま わ っ て い る が,監
視 が うま くい った か ど うかわ か ら な い。 なぜ な ら ヴ ァイ ト リ
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ン ク は ル ア ー ヴル か ら ア メ リカ に渡 る の で あ る か ら
。
⑩ モ ン ス か ら 行 く と 国 境 の ベ ル ギ ー 側 は キ エ ヴ ラ ン
(Quievrain)で,ブ ラ ンー一 ミゼ ロ ン(Blanc-Misseron)を
通 過 し て ヴ ァ ラン シ ェ ン ヌに 着 く。 パ ス ポ ー トの 検 査 は こ の
町 で 行 わ れ る[B,14,S。490ユ 。
(ll>ノ ー ル 県 の ドイ ツ人 居 住 人 口 は500人 に す ぎ な い
。 通 過 人
口に つ い て は,ノ ー ル 県 に も,ヴ ァ ラ ン シ エ ン ヌ市 の ア ル
シ ー ヴに も ま った く史 料 が な い。 しか し,要 注 意 人 物 の パ ス
ポ ー ト取 得 に つ い て は 史 料 が 残 っ て い る。1838年 に ボ ル ン
シ ュ テ ッ トが ヴ ァ ラ ン シ エ ン ヌを通 って ベ ル ギ ー に行 った こ
とが わ か る[B,29]。
(12)マ ル ク ス の 讐 察 史 料 は,す べ て73946番 で 整 理 され て い る
[B,20]。
fl3)当 時 の パ リ発 ヴ ァ ラ ン シ エ ン ヌ行 き郵 便 馬 者 は,パ リを 夕
方 の6時 に 出 発 し,翌 日 の 朝4--6時 に 到 着 した[B,2 ,p.
24]。 そ の ま ま,国 境 を 通 過 す れ ば 早 く て そ の 日 の 内 に ブ
リ ュ ッセ ル に到 着 す る こ とが 可 能 で あ る。 馬 者 の平 均 時 速 は
20キ ロで あ る。 しか し,こ れ は か な り厳 しい 旅 行 で あ る。 馬
車 の 馬 は 宿 駅 お き に 変 えね ぽ な ら な い し,当 時 馬 車 に12時 間
も揺 られ る の は,馬 車 の 乗 り心 地 か らい っ て大 変 で あ っ た 。
これ が 鉄 道 が で き る1846年 に な る と,パ リを朝 出 発 し,12時
間40分 で そ の 日の うち に ブ リ ュ ッセ ル に 到 着 で き る こ とに な
る[B,14,S.489]。 平 均 時 速 は30キ ロ。 しか も,乗 り換iな
しで あ る。
(14)ブ リュ ッセ ル に は当 時 駅 が3つ あ った 。 北駅 ,北 新 駅,中
央 駅 。 も っ と も 乗 降 客 が 多 い 駅 は 北 駅 で あ っ た[B ,27,p.
46]。
(15)い つ マ ル ク ス が パ リを 出発 し,い つ ブ リ ュ ッセ ル に 到着 し
た か に つ い て は 明確 で は な い。2月1日,3日 出 発 と い う説
が あ る。2月7日 に は ブ リ ュ ッセ ル に い る の で,こ の 間 の 空
白 に リエ ー一ジ ュ に い た もの か,そ れ と も出 発 自体 が 遅 か った
の か 不 明 で あ る。
(16)ヴ ァ ラ ン シ エ ン ヌに は 当 時,ポ ス ト(Poste) ,カ ナ ー ル
(Canard),ビ シ ュ(Biche),ク ー ル ・ド 。フ ラ ン ス(Cour
deFrance)な ど の ホ テ ル が あ っ た。 モ ン ス に は ロ ワヤ ル
(Royale),エ グル(Aigle)な どが あ った[B,14,S .490]。
⑰ ベ ル ギ ー の 鉄 道 は,フ ラ ンス の鉄 道 よ り建 設 が 早 か った 。
ブ リ2ヅ セ ル ー モ ン ス 線 は,1841年12月 に 完 成 し[B ,8,p.
501」,ブ リ ュ ッセ ル ー一 リエ ー ジ ュー ケ ル γ線 は!843年 に 開 通
して い た 。
(18?1845年 の 冬 が 寒 か っ た か ど うか は,二 つ の こ とを 意 味 して
い る。 まず 第 一 に 長 期 的 に み て,1820-40年 代 の 天候 が そ の
前 後 に 比 べ て寒 か った とい うこ と。 第 二 に1844年,46年 に比
べ て寒 か った とい うこ と。 前 者 に 関 し て は,ル ・ロ ワ・ラ デ ュ
リの葡 萄 の 収 穫 期 と平 均 気 温 の グ ラ フ(LeRoyLadurie ,
Lcπ 〆万'oか64ε1'Histnrien ,F'az-is,1973.p.442)か ら,こ
の 時 代 は 寒 か った と言 え る。 マ ル ク ス が 「ラ イ ン新 聞 』 で 問
題 に した モ ーゼ ル ワイ ン問 題 は,ま さに これ を 反 映 して い た
[B,34)。 し か し,後 者 に 関 し て は,1839年,1846-7年 と
い う不 作 の年 が あ り,と りわ け1845年 が 寒 か っ た とい う こ と
は い え な い。
(1B)ビ ュル ガ ー ス は次 の よ うに 書 い て い る。 「二 人 の 若 者 が,
パ リか ら ブ リ ュ ッセ ル に い く た め に
,『 駅 馬 車 』 に 乗 って パ
リか ら ベ ル ギ ー 国 境 へ 向 か った の は,1845年 の 四 旬 節 の 頃
だ っ た と思 わ れ る 。 郵 便 馬 車 に 乗 っ て い た の は 彼 らだ け で ,
ピ カ ル デ ィ ー を通 る 長 旅 を一一生 懸 命 話 を し た り,時 に は 若 い
ほ うが 歌 も 唱 った り し な が ら時 間 を つ ぶ した 。 そ れ は 年 を
と った ほ うが 打 ち勝 と うと努 力 し て は で き な か った 沈 む 気 持
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ち を ま ぎ らわ せ る た め で あ った 」[B,11,S.49]。1845年 の七
旬 節 は1月19日(日 曜 日),謝 肉 の 火曜 日(2月4日),四 旬
節 の始 ま りは2月5日 で,お わ りは3月23日 の 日曜 日で あ っ
た[B,2,p.2]。 とす る と,彼 らが パ リを 出 発 し た の は,少
な く と も5日 以 降 と い うこ と に な る。2月5臼 で あ る とす る
と6日 の夜 に ブ リsヅ セ ル に着 い た と も考 え ら れ る。
⑳ ピュ ル ガ ー ス は 「彼 らの 旅 は,自 由 な 判 断 に よ る も の で
あ った が,け っ し て 自 由 意 志 で あ った わ け で は な い1[B,
11,S.49]と 言 って い る。 ブ リ ュ ッセ ル を選 ん だ こ と は彼 ら
の判 断 で あ っ た 。
(21)1850年 の旅 行 案 内書 に も 「ブ リュ ッセ ル の 人 口 は ほ ぼ15万
人 で,そ の うち ド イ ッ 人 が1万 人 で あ る。」[B,14,S.445]
と書 か れ て あ る が,ブ リュ ッセ ル の 人 口 は 当 時 も15万[B,
28,p.15]で あ る 。 し か し,ド イ ッ人 人 口 は 多 す ぎ る。1846
年 の統 計 に よ る と ド イ ッ人1588人 に な っ て い る[B,30]。 ベ
ル ギ ー 人 と外 国 人 と の割 合 を 流 出,流 入 人 口か ら考 え る と,
!843年 ベ ル ギ ー人 と外 国 人 の 比 率 が 約1:30[B,26]で あ
り,15万 人 の 人 口 の うち5000人 が 外 国 人 とい うこ とに な る。
これ か ら ドイ ッ 人 を計 算 し て も,150⑪ 人 が い い と ころ で あ ろ
う。 し か し,定 住 して い な い もの,ま た ベ ル ギ ー で 生 ま れ た
ドイ ッ人 の 子 供 ま で 含 め る と この 数 字 は 膨 ら ん で く る。
引 用 文 献
引 用 は 以 下 の 番 号 に よ っ て 示 さ れ る 。 例[B,1,p.1]は,
Bの 文 献1の ペ ー ジ1を 意 味 す る 。
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ナ ル,外 務 省 ア ル シ ー ヴ,ヴ ァ ラ ン シ エ ン ヌ市 立 ア ル シ ー
ヴ,ノ ー ル 県 ア ル シ ー ヴ,モ ーゼ ル県 ア ル シ ー ヴ,ベ ル ギ ー
の 王 国 ア ル シ ー一ヴ ・ジ ェ ネ ラ ル,王 立 ア ル ベ ー ル1世 図 書 館,
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研 究(A),1989年,1990年 東 京 造 形 大 学 研 究 費C,1991年







,Nr.43,Trier,1990.と い う文 献 を 受 け取 っ
た。 この 中 で,著 老 た ち は マ ル ク ス の パ リ出 発 の 日を2月1
日,2月2日 に リエ ー ジ ュ,3日 に ブ リ ュ ッセ ル に 到 着 し,
9日 まで ザ ッ ク ス ホ テ ル に い た と推 定 して い る。 そ の 推 定 は
こ うで あ る。 「2月1日 が 追 放 の 期 限 が 切 れ る 日で ,し か も
そ の 日に レ ス ケ とパ リで 出 版 契 約 を し て い るの で,そ の 日 の
一139一
夕方が有力 で あ り,警 察報告 か ら リエ ージ ュに いた こ とは間違
い な く,そ の 翌 日2日 に リエー ジュに着 い た。 とす る と,
ピsル ガー スとブ リュ ッセルで朝 を迎 えた とい う記述 が問題
とな るので,3日 の昼 に リエ ージ ュを出 て,夕 方 プ リsッ セ
ルに着 き,そ こで4日 の朝 を迎 え,9日 までホテルに いた」。
しか しこれ には問題 があ る。 出発 日2月!日 の前提 で ある期
限切 れで あるが,追 放 の発せ られた 日には諸説 があ り,1日
が それ で あ る とは醤 えない こと,ま た ハ イネ には,月 曜 日
(3日)に 出発す ると言 ってい る こと(こ れ も確定 しては い
ない 新MEGAITI/1,S.264),ピ ュル ガース は 四 旬 節(5日
以降)と 言 ってい るこ とな どか ら説得 的 ではない。仮 に これ
を受 け入 れた と して も,ブ リュ ッセルへ行 くのに も少 な くと
も2日 はかか るわ けであ り,さ らに遠 い リエージ ュまで1日
で着 くのは物 理的 に不 可能 であ る。 リエ ージ ュ行 きはあ くま
で警 察の報 告で あ り,当 時 の報 告 には誤認 も多 く,あ くまで
報告 の レベルに留め るべ きであろ う。 さ らに リx一 ジ ュ行 き
を必 然化す るのに テデス3や ダ ゴロ・一な ど,ト リー ア時代 の
遠 い関係(偶 然 も多分 にあ りうる)を 持 ち出す のは,相 当無
理が あ る。 も しそ うで あれ ぽ,深 夜 に着 き,昼 には ブ リュッ
セル の知 人(マ イ ソッ)を 紹介 して もらって,あ わ てて彼 ら
の もとを離れ る とい うのは ど うも変 であ る。 すで にマ イン ツ
をパ リで紹介 され ていた とい う説 もあ る。 こ うした見解 は,
著 者た ちが,現 在 と当時 との交通事情 の違 いな ど社会史 的諸
事 実 を熟知 して いない ことか ら起 こる問題で あ る。 旧 ソ連,
東 ドイツの研 究で は2月3日 出発,リ エ ージ ュ経 由 で5日 に
ブ リュ ッセル到着が一 般的 であ り,こ れ を彼 らが批判す る意
図 は分か るが,こ の説 も以上 の ごと くや は り不十 分で ある。
マル クス研究者 の多 くに欠 けてい る,社 会 史的 ア プローチの
不足 がその原 因 と思 え る。新MEGAの 編 集 を,こ の著者 た
ちが受 け継 ぐことに なって いるのであ るが,こ の よ うな推論
で断定 す るのでは新企 画 も問題 が大 きいと言 えよ う。 筆者 と
しては,あ くまで も当時 の状況 に照 らして推 論 され うる諸説
の並列 を望む次第 であ る。)
